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保育所に就園している 5・6 歳児の睡眠習慣と食習慣、行動の関係 
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いことが報告されており 11)、22 時以降に就寝する幼児は、平成 17 年は 33.7％12)、平
成 27 年は平日 20.5％、休日 27.3％と改善傾向にあるが 13)、未だに未就学児の 1/4 以上
が 22 時以降に就寝している状況にあることから、幼児における睡眠は、改善すべき課
題が残されていると考えられる。 





















































表 1 幼児の睡眠に関する調査 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 
11) 神山（2009） 0～3 歳の乳幼児 起床時刻、就床時刻 日本の乳幼児の睡眠時間は、諸外国と比較して短かった。 
12) 厚 生 労 働 省
（2005） 
2～6 歳の幼児 起床時刻、就寝時刻 22 時以降に就寝する幼児は、33.7％であった。 
13) 厚 生 労 働 省
（2015） 






診した 1 歳児、1 歳 8
か月児、3 歳 6 か月児、
4 歳 6 か月児 









17) 山本ら（2013） 3～ 6 歳の幼稚園児
241 名 





表 2-1 朝食との関連 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 






13) 厚 生 労 働 省
（2015） 
















waking time , bed time 朝食を欠食する幼児は起床時刻、就寝時刻が遅かっ
た。 









表 2-2 幼児の睡眠と夕食との関係 
 
表 2-3 幼児の睡眠と共食との関係 







21) 会 退 ら
（2011） 
3～6 歳の幼保一元化
施設就園児 524 名 






文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 
















表 3 幼児の睡眠と養育者の生活習慣との関連 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 








14) 鈴木ら（2011） 大都市圏の X 市で行
っている集団検診を
受診した 1 歳児、1 歳
8 か月児、3 歳 6 か月


















23) 高 橋 ら
（2010） 
A 区の乳幼  児健診
に来所 した 3 か月
起床時刻、就床時刻、就
寝時刻 




児 252 名、1 歳 6 か














33) 小 伊 藤 ら
（2005） 














表 4 幼児の睡眠とその他の要因（疲労度、肥満など）との関連 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 




起床時刻、就寝時刻 21 時以降に就寝する幼児は、疲労度が高かった。 














6) 亀 井 ら
（2012） 
3 歳児 睡眠時間 睡眠時間が短い（9 時間代）幼児は、中学 1 年生までに肥
満になる確率が高かった。 





8) 奥 田 ら
（2006） 
4～5 歳の幼稚園児、保育




35) 鈴 木 ら
（2003） 
2 歳の保育所児 睡眠-覚醒リズム 睡眠-覚醒リズムの不整がある児は、保育活動において、保
育者が「気になる子」として挙げられる場合が多かった。 
 
表 5 就園している施設による睡眠の違い 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 
14) 鈴 木 ら
（2011） 
大都市圏の X 市で行っている集団
検診を受診した 1 歳児、1 歳 8 か月
児、3 歳 6 か月児、4 歳 6 か月児 
起床時刻、就寝時刻 保育所に就園している幼児は、自宅児・幼稚園児
と比較して、就寝時刻が遅かった。 
25) 綾 部 ら
（2005） 
3～6 歳の幼稚園児 296 名、保育所
児 91 名 
起床時刻、就寝時刻 保育所児の方が、7 時までに起床する幼児が多
く、21 時以降に就寝する幼児が多かった。 
26) 近藤（2000） 乳幼児 起床時刻、就寝時刻 未就園児と保育所に通所している幼児は、幼稚園
児と比較して、就寝時間が遅い傾向が認められ
た。 
27) 中 村 ら
（1999） 
3 歳児検診に参加し、6 歳児でも調
査が可能であった 718 名 






表 6 睡眠と就寝前の習慣との関連 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 






表 7 睡眠と情報通信機器との関連 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 
9) 古谷ら（2008） 5～6 歳の保育所児
29 名 
就床時刻（平日、休日） 就床時刻が 22 時以降の幼児の方が、21 時以前の幼児と
比較して、休日のテレビ視聴最終時刻が遅かった。 
28) 三星ら（2012） 3～6 歳の幼児（幼稚
園児、保育所児、未就
園児） 
起床時刻、就寝時刻 幼児が 22 時以降に就寝することには、テレビ・ビデオ
視聴時間が 2 時間以上であることが関連した。 















学児 2,980 名 
起床時刻、就寝時刻 22 時台に就寝している幼児の方が、20 時台に就寝して
いる幼児と比較して、1 日のテレビ・ビデオ・DVD 視聴
時間が長かった。 





表 8 幼児の「遅い起床」・「遅い就寝」の定義 
文献 著者（年） 対象者 睡眠に関する調査項目 結果 
3) 光 岡 ら
（2003） 
4～5 歳の幼稚園児 476 名 起床時刻、就寝時刻 21 時以降に就寝する場合を「夜更かし」とした。 






起床時刻を「7 時まで」・「７時～7 時 30 分」・「7
時 30 分以降」、就寝時刻を「21 時まで」・「21 時
～22 時」・「22 時以降」の 3 群に分けた。 
9) 古 谷 ら
（2008） 
5～6 歳の保育所児 29 名 就床時刻（平日、休日） 平日・休日ともに、22 時以降就床を遅寝、21 時
以前就床を早寝とした。 







20) 江田（2006） 3～6 歳の幼稚園児 161 名 起床時刻、就寝時刻 8 時以降を「遅い起床」、22 時以降を「遅い就寝」
とした。 
33) 小 伊 藤 ら
（2005） 




















近年は女性の社会進出が進んでおり、平成 28年度の 25～44歳女性の就業率は 72.7％、
出産前に就業していた女性の 53.1％が、出産後も就業していること 36)、保育所の利用






そこで、本研究の第 2 章では、中核市である A 市に所在地を有する A 市立保育所（10





















表 9 本研究における調査票で用いた質問内容および用語の定義 
用語の定義 調査票で用いた質問 用語の意味 
平日 - 保育所に登園する平日（月曜日から金曜日ま
で） 
休日 - 保育所に登園しない日曜日 







入眠潜時 - 就床時刻から就寝時刻までに要した時間 
総睡眠時間 - 就床時刻から起床時刻までに要した時間 
実質睡眠時間 - 就寝時刻から起床時刻までに要した時間 
起床差 - 平日と休日の起床時刻の差 
就床差 - 平日と休日の就床時刻の差 
就床差 - 平日と休日の就寝時刻の差 
早寝または遅寝 - 平日、休日において、21 時 59 分までに就床
16 
 








































べる/月に 3 回食べる/月に 2 回食べる/月に 1 回食べる/食べない）
（5 件法） 
「毎回食べる」場合を「欠食なし」、「月に 3






































































































本研究の調査は、中核市である A 市が、2015 年 9 月から 2017 年 3 月までに A 市立
保育所（10 園）に就園している 5・6 歳幼児を対象に、幼児の保護者に幼児の生活習慣
に関して、自記式質問紙法で実施した。対象者に対する調査の説明および同意は A 市
が、調査票の配布および回収は、対象とした幼児が就園している保育所が行った。 
A 市立保育所は、0 歳児から 6 歳児までの未就学児を受け入れている保育所であり、
開所時刻は平日で 7 時 00 分～18 時 00 分、土曜日で 7 時 30 分～16 時 00 分である。
自園で調理した給食を摂取後から午後の計画案による保育までの時間（概ね 12 時から
13 時まで）は、5 歳児および 6 歳児では休息または午睡の時間としており、午睡は必
須ではない。 
本研究のデータは、A 市が実施した調査データを対照表がない ID が付与され連結不































2 群間の平均の差は t 検定で、3 群間以上の平均の差は一元配置分散分析および多重
比較検定（Tukey 法）で、2 群間の関連性は Pearson の積率相関分析で検定を行った。
解析には、統計パッケージ IBM SPSS Statistics ver. 21.0 for Windows （SPSS 社）
を用い、有意水準は 5％とした。 
平日の朝食を「毎日食べる」場合を「欠食なし」、「4 日間食べる」/「3 日間食べる」
/「2 日間食べる」/「1 日間食べる」/「食べない」場合を「欠食あり」とした。 
休日の朝食を「毎回食べる」場合を「欠食なし」、「月に 3 回食べる」/「月に 2 回食










 本研究において対象とした幼児は、男児 178 名（53.1％）、女児 157 名（46.9％）で
あった。月齢区分（平均±SD）は、5 歳前半（5.2±0.2 歳）88 名（26.3％）、5 歳後半















 起床差（平日と休日の起床時刻の乖離）は 1 時間 02 分±39 分、就床差（平日と休日




登園時刻は 8 時 14 分±40 分、降園時刻は 17 時 03 分±55 分であった。 
登園時刻は、起床時刻において平日 (r=0.678 , p<0.001) 、休日 (r=0.678 , p<0.001)
と中程度の正の相関が、就床時刻において平日 (r=0.236 , p<0.001) 、休日 (r=0.293 , 
23 
 
p<0.001) と弱い正の相関が、就寝時刻において平日  (r=0.314 , p<0.001) 、休日 
(r=0.337 , p<0.001) と弱い正の相関が認められた。降園時刻と起床時刻、就床時刻、
就寝時刻は、有意な相関が認められなかった。 
5. 幼児と主養育者の起床時刻、就床時刻、就寝時刻の関係 
幼児と主養育者の起床時刻および就寝時刻は、起床時刻において平日  (r=0.496 , 
p<0.001) 、休日 (r=0.317 , p<0.001) であり中程度の正の相関が、就寝時刻において平






































平日と休日の起床時刻の乖離は 1 時間 02 分±39 分と 1 時間を超えていたのに対し、





41)。2006 年に Roenneberg らは、学校や仕事といった社会的な制約をうける平日の睡
眠と、社会的な制約をうけない、生物時計に基づいた休日の睡眠の乖離を”Social Jet 




























本研究で対象とした幼児は、平日起床時刻は 7 時、休日起床時刻は 8 時が最も多く、平
日、休日の就床時刻、就寝時刻は、全て 21 時が最も多かった。入眠潜時は、平日で 19
分±18 分、休日で 20 分±19 分であった。先行研究において、幼児の起床時刻は 7 時が






































































起床時刻    
平日 6:45±0:37 6:58±0:41 0.004 
休日 7:44±0:48 7:59±0:51 0.007 
就床時刻    
平日 21:10±0:37 21:13±0:38 0.464 
休日 21:17±0:40 21:19±0:38 0.749 
就寝時刻    
平日 21:29±0:37 21:34±0:39 0.208 
休日 21:36±0:41 21:41±0:43 0.216 
入眠潜時    
平日 0:19±0:16 0:20±0:19 0.357 
休日 0:18±0:17 0:22±0:20 0.043 
総睡眠時間    
平日 9:35±0:45 9:44±0:45 0.057 
休日 10:20±0:49 10:30±0:47 0.079 
実質睡眠時間    
平日 9:16±0:44 9:23±0:45 0.174 
休日 10:08±0:44 10:18±0:50 0.067 
起床差 1:00±0:39 1:04±0:40 0.411 
就床差 0:12±0:21 0:13±0:21 0.548 
就寝差 0:11±0:19 0:13±0:20 0.326 
*対応のない t 検定  **一元配置分散分析
29 
 











起床時刻      
平日 6:46±0:39 6:52±0:37 6:42±0:34 6:48±0:35 0.599 
休日 7:51±0:57 7:44±0:50 7:41±0:40 7:54±0:53 0.617 
就床時刻      
平日 21:11±0:44 21:16±0:40 21:06±0:30 21:20±0:45 0.373 
休日 21:19±0:50 21:23±0:40 21:13±0:34 21:30±0:48 0.321 
就寝時刻      
平日 21:28±0:45 21:36±0:36 21:24±0:33 21:36±0:52 0.400 
休日 21:35±0:51 21:43±0:40 21:30±0:35 21:46±0:55 0.325 
入眠潜時      
平日 0:16±0:14 0:20±0:18 0:18±0:14 0:18±0:25 0.877 
休日 0:16±0:16 0:20±0:17 0:17±0:17 0:16±0:22 0.719 
総睡眠時間      
平日 9:34±0:51 9:34±0:37 9:36±0:39 9:28±0:56 0.897 
休日 10:17±0:54 10:19±0:50 10:23±0:40 10:14±0:49 0.871 
実質睡眠時間      
平日 9:17±0:47 9:15±0:39 9:17±0:34 9:11±0:55 0.942 
休日 10:01±0:55 9:58±0:50 10:07±0:35 9:59±0:48 0.789 
起床差 1:00±0:36 0:57±0:37 1:01±0:41 1:05±0:45 0.846 
就床差 0:13±0:20 0:11±0:19 0:12±0:21 0:13±0:26 0.948 
就寝差 0:15±0:20 0:10±0:19 0:10±0:18 0:12±0:17 0.612 
*対応のない t 検定  **一元配置分散分析 
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起床時刻      
平日 7:00±0:47 6:58±0:32 7:00±0:41 6:50±0:33 0.686 
休日 8:09±0:49 7:54±0:46 8:01±0:52 7:43±0:47 0.170 
就床時刻      
平日 21:09±0:40 21:14±0:39 21:15±0:41 21:10±0:28 0.868 
休日 21:18±0:47 21:19±0:40 21:22±0:38 21:14±0:29 0.886 
就寝時刻      
平日 21:28±0:45 21:35±0:40 21:35±0:40 21:32±0:30 0.826 
休日 21:42±0:52 21:43±0:46 21:41±0:41 21:35±0:32 0.884 
入眠潜時      
平日 0:21±0:20 0:20±0:22 0:20±0:17 0:21±0:16 0.991 
休日 0:24±0:22 0:24±0:25 0:21±0:17 0:21±0:15 0.836 
総睡眠時間      
平日 9:50±0:50 9:44±0:40 9:44±0:44 9:39±0:40 0.782 
休日 10:40±0:46 10:25±0:47 10:27±0:39 10:20±0:53 0.268 
実質睡眠時間      
平日 9:31±0:54 9:23±0:43 9:24±0:43 9:18±0:38 0.640 
休日 10:19±0:47 10:04±0:52 10:07±0:38 9:58±0:48 0.248 
起床差 1:11±0:40 1:00±0:36 1:02±0:41 0:58±0:40 0.393 
就床差 0:13±0:21 0:12±0:23 0:14±0:24 0:15±0:19 0.956 
就寝差 0:14±0:20 0:15±0:21 0:12±0:21 0:12±0:17 0.929 
*対応のない t 検定  **一元配置分散分析
31 
 
表 2 幼児および主養育者の睡眠 
対象 項目 平日 休日 p 値* 
幼児 
起床時刻 6:51±0:38 7:52±0:49 <0.001 
就床時刻 21:12±0:38 21:19±0:41 <0.001 
就寝時刻 21:31±0:40 21:39±0:44 <0.001 
入眠潜時 0:19±0:18 0:20±0:19 0.588 
総睡眠時間 9:39±0:45 10:24±0:47 <0.001 
実質睡眠時間 9:15±0:42 10:01±0:46 <0.001 
朝食開始時刻 7:14±0:35 8:27±1:01 <0.001 
朝食終了時刻 7:34±0:36 8:54±0:48 <0.001 
朝食時間 0:19±0:08 0:23±0:10 <0.001 
夕食開始時刻 18:48±0:42 18:33±0:38 <0.001 
夕食終了時刻 19:18±0:43 19:04±0:40 <0.001 
夕食時間 0:29±0:10 0:31±0:12 <0.001 
主養育者 
起床時刻 6:03±0:57 7:20±1:19 <0.001 
就寝時刻 22:47±2:07 23:05±2:04 <0.001 
睡眠時間 7:00±1:26 8:06±1:34 <0.001 
欠損値は除外した。 


















表 3 幼児における睡眠と朝食欠食の有無との関係 
    平日 休日 
    朝食欠食なし(n=311) 朝食欠食あり(n=24) p 値* 朝食欠食なし(n=313) 朝食欠食あり(n=22) p 値* 
起床時刻 
平日 6 : 48 ± 0 : 38 7 : 22 ± 0 : 41 <0.001 6 : 49 ± 0 : 39 7 : 23 ± 0 : 26 <0.001 
休日 7 : 48 ± 0 : 49 8 : 26 ± 0 : 51 <0.001 7 : 47 ± 0 : 47 8 : 50 ± 0 : 53 <0.001 
就床時刻 
平日 21 : 10 ± 0 : 36 21 : 29 ± 0 : 43 0.020 21 : 11 ± 0 : 37 21 : 23 ± 0 : 37 0.133 
休日 21 : 16 ± 0 : 38 21 : 42 ± 0 : 45 0.002 21 : 17 ± 0 : 39 21 : 34 ± 0 : 38 0.054 
就寝時刻 
平日 21 : 29 ± 0 : 37 21 : 54 ± 0 : 43 0.002 21 : 30 ± 0 : 37 21 : 54 ± 0 : 40 0.004 
休日 21 : 36 ± 0 : 41 22 : 06 ± 0 : 46 0.001 21 : 36 ± 0 : 41 22 : 02 ± 0 : 43 0.005 
入眠潜時 
平日 0 : 19 ± 0 : 17 0 : 25 ± 0 : 27 0.296 0 : 19 ± 0 : 17 0 : 31 ± 0 : 26 0.003 
休日 0 : 20 ± 0 : 18 0 : 23 ± 0 : 20 0.389 0 : 19 ± 0 : 18 0 : 28 ± 0 : 20 0.033 
総睡眠時間 
平日 9 : 38 ± 0 : 44 9 : 53 ± 0 : 53 0.110 9 : 38 ± 0 : 45 9 : 59 ± 0 : 37 0.032 
休日 10 : 24 ± 0 : 46 10 : 32 ± 1 : 07 0.565 10 : 22 ± 0 : 47 11 : 04 ± 0 : 51 <0.001 
実質睡眠時間 
平日 9 : 19 ± 0 : 43 9 : 28 ± 0 : 48 0.328 9 : 19 ± 0 : 43 9 : 28 ± 0 : 40 0.334 
休日 10 : 12 ± 0 : 45 10 : 20 ± 1 : 08 0.577 10 : 10 ± 0 : 46 10 : 47 ± 0 : 52 <0.001 
起床差  1 : 01 ± 0 : 39 1 : 11 ± 0 : 44 0.246 1 : 00 ± 0 : 39 1 : 27 ± 0 : 39 0.002 
就床差  0 : 12 ± 0 : 21 0 : 15 ± 0 : 24 0.512 0 : 13 ± 0 : 21 0 : 10 ± 0 : 19 0.566 
就寝差   0 : 12 ± 0 : 19 0 : 16 ± 0 : 22 0.349 0 : 12 ± 0 : 19 0 : 13 ± 0 : 18 0.841 







表 4 幼児における睡眠と朝食共食の有無との関係 




    朝食共食あり (n=181) 朝食共食なし (n=151) 朝食共食あり (n=276) 朝食共食なし (n=58) 
起床時刻 
平日 6 : 52 ± 0 : 40 6 : 50 ± 0 : 38 0.585 6 : 51 ± 0 : 40 6 : 51 ± 0 : 36 0.929 
休日 7 : 51 ± 0 : 46 7 : 50 ± 0 : 53 0.809 7 : 50 ± 0 : 50 7 : 56 ± 0 : 47 0.384 
就床時刻 
平日 21 : 10 ± 0 : 36 21 : 29 ± 0 : 43 0.542 21 : 13 ± 0 : 38 21 : 6 ± 0 : 35 0.213 
休日 21 : 18 ± 0 : 39 21 : 17 ± 0 : 40 0.851 21 : 18 ± 0 : 39 21 : 19 ± 0 : 42 0.893 
就寝時刻 
平日 21 : 30 ± 0 : 37 21 : 33 ± 0 : 39 0.452 21 : 33 ± 0 : 38 21 : 26 ± 0 : 38 0.212 
休日 21 : 37 ± 0 : 41 21 : 39 ± 0 : 43 0.648 21 : 38 ± 0 : 41 21 : 40 ± 0 : 46 0.799 
入眠潜時 
平日 0 : 19 ± 0 : 16 0 : 20 ± 0 : 19 0.921 0 : 19 ± 0 : 17 0 : 20 ± 0 : 21 0.918 
休日 0 : 19 ± 0 : 16 0 : 21 ± 0 : 21 0.219 0 : 20 ± 0 : 18 0 : 21 ± 0 : 22 0.846 
総睡眠時間 
平日 9 : 41 ± 0 : 46 9 : 36 ± 0 : 44 0.328 9 : 38 ± 0 : 46 9 : 44 ± 0 : 41 0.340 
休日 10 : 28 ± 0 : 47 10 : 21 ± 0 : 49 0.178 10 : 23 ± 0 : 49 10 : 33 ± 0 : 42 0.174 
実質睡眠時間 
平日 9 : 22 ± 0 : 45 9 : 16 ± 0 : 41 0.246 9 : 18 ± 0 : 44 9 : 25 ± 0 : 39 0.309 
休日 10 : 14 ± 0 : 46 10 : 10 ± 0 : 49 0.510 10 : 12 ± 0 : 48 10 : 16 ± 0 : 45 0.491 
起床差  1 : 00 ± 0 : 38 1 : 02 ± 0 : 41 0.614 1 : 01 ± 0 : 39 1 : 05 ± 0 : 40 0.447 
就床差  0 : 13 ± 0 : 21 0 : 12 ± 0 : 21 0.717 0 : 12 ± 0 : 21 0 : 15 ± 0 : 24 0.430 
就寝差   0 : 12 ± 0 : 17 0 : 12 ± 0 : 21 0.960 0 : 11 ± 0 : 18 0 : 17 ± 0 : 23 0.125 
欠損値は除外した。 *対応のない t 検定
34 
 
表 5 幼児における睡眠と夕食共食の有無との関係 




    夕食共食あり (n=310) 夕食共食なし (n=24) 夕食共食あり (n=326) 夕食共食なし (n=7) 
起床時刻 
平日 6 : 51 ± 0 : 39 6 : 50 ± 0 : 36 0.900 6 : 50 ± 0 : 39 7 : 08 ± 0 : 22 0.240 
休日 7 : 51 ± 0 : 50 7 : 54 ± 0 : 52 0.771 7 : 51 ± 0 : 50 7 : 57 ± 0 : 21 0.479 
就床時刻 
平日 21 : 12 ± 0 : 37 21 : 06 ± 0 : 42 0.441 21 : 11 ± 0 : 37 21 : 11 ± 0 : 51 0.971 
休日 21 : 18 ± 0 : 39 21 : 12 ± 0 : 45 0.459 21 : 18 ± 0 : 39 21 : 04 ± 0 : 50 0.355 
就寝時刻 
平日 21 : 32 ± 0 : 38 21 : 20 ± 0 : 40 0.131 21 : 31 ± 0 : 38 21 : 25 ± 0 : 49 0.680 
休日 21 : 39 ± 0 : 42 21 : 29 ± 0 : 46 0.286 21 : 38 ± 0 : 42 21 : 21 ± 0 : 47 0.285 
入眠潜時 
平日 0 : 20 ± 0 : 18 0 : 15 ± 0 : 15 0.193 0 : 20 ± 0 : 18 0 : 14 ± 0 : 12 0.397 
休日 0 : 19 ± 0 : 19 0 : 17 ± 0 : 16 0.370 0 : 20 ± 0 : 19 0 : 17 ± 0 : 13 0.630 
総睡眠時間 
平日 9 : 39 ± 0 : 45 9 : 44 ± 0 : 49 0.596 9 : 38 ± 0 : 45 9 : 57 ± 0 : 46 0.294 
休日 10 : 24 ± 0 : 48 10 : 38 ± 0 : 41 0.180 10 : 24 ± 0 : 48 10 : 49 ± 0 : 39 0.190 
実質睡眠時間 
平日 9 : 18 ± 0 : 43 9 : 30 ± 0 : 43 0.223 9 : 19 ± 0 : 43 9 : 42 ± 0 : 47 0.153 
休日 10 : 12 ± 0 : 48 10 : 24 ± 0 : 42 0.208 10 : 12 ± 0 : 47 10 : 36 ± 0 : 31 0.190 
起床差  1 : 01 ± 0 : 40 1 : 03 ± 0 : 30 0.814 1 : 02 ± 0 : 39 0 : 49 ± 0 : 30 0.385 
就床差  0 : 13 ± 0 : 21 0 : 08 ± 0 : 20 0.313 0 : 13 ± 0 : 21 0 : 07 ± 0 : 12 0.475 
就寝差   0 : 12 ± 0 : 19 0 : 11 ± 0 : 21 0.818 0 : 12 ± 0 : 19 0 : 04 ± 0 : 11 0.094 





表 6 平日、休日の睡眠と朝食開始・終了時刻、朝食時間、夕食開始・終了時刻、夕食時間との相関係数 
項目 起床時刻 就床時刻 就寝時刻 
平日 
朝食開始時刻 0.863** 0.350** 0.408** 
朝食終了時刻 0.834** 0.344** 0.395** 
夕食開始時刻 0.019 0.345** 0.293** 
夕食終了時刻 0.001 0.329** 0.278** 
休日 
朝食開始時刻 0.619** 0.354** 0.376** 
朝食終了時刻 0.760** 0.452** 0.447** 
夕食開始時刻 0.202** 0.284** 0.285** 













































図 1 起床時刻における平日と休日の関係 
y = 0.7004x + 0.1275






































図 2 就床時刻における平日と休日の関係 
y = 0.8785x + 0.1123


























































y = 0.9211x + 0.0762
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幼児の睡眠と睡眠前の習慣、情報通信機器との関係については、第 1 章表 6、表 7 に
























や DVD などを見せながら、お子様を寝かしつけることがありますか。」）、20 時以降の
外出（「夜 8 時以降、コンビニやスーパー、ファミリーレストランなどへお子様を連れ
て行くことがありますか。」）は 4 件法（毎日/ほぼ毎日/時々する/全くしない、眠る前 3
時間のカフェイン飲料の摂取のみ、毎日/ほぼ毎日/ほとんどない/全くない）で調査した。
スマートフォン使用の有無（「お子様はスマートフォンを何歳ごろから使い始めました























時以降の外出は、「毎日」/「ほぼ毎日」と「時々」/「全くない」の 2 群に分けた。 
先行研究において、22 時以降の就寝を「遅寝」と定義しており 4)9)20)33)、厚生労働省
が実施した全国調査においても、22 時以降に就寝する幼児の特徴が検討されている 13)。
そこで、本研究では、22 時 00 分以降の就床を「遅寝」と定義し、21 時 59 分までに就





 本研究において対象とした幼児は、男児 178 名（53.1％）、女児 157 名（46.9％）で
あった。月齢区分（平均±SD）は、5 歳前半（5.2±0.1 歳）88 名（26.3％）、5 歳後半
（5.7±0.1 歳）94 名（28.1％）、6 歳前半（6.2±0.1 歳）94 名（28.1％）、6 歳後半（6.7±0.1
歳）59 名（17.6％）であった。 
2. 絵本を用いた寝かしつけ、眠る前 3 時間のカフェイン飲料摂取、テレビ等を用いた






いる幼児におけるスマートフォンの使用開始年齢は、4 歳が最も多く、約半数が 3 歳ま
でにスマートフォンを使用していた（図 1）。スマートフォンの 1 日の使用時間は、16
～30 分が最も多く、約 4 割が 30 分以上使用していた（図 2）。本研究では、スマート
フォンの使用時刻または使用時間を制限されている幼児は 46.7％であった。 






取、テレビ等を用いた寝かしつけ、20 時以降の外出の状況を表 1 に、スマートフォン
使用状況を表 2 に示した。絵本を用いた寝かしつけを「毎日」/「ほぼ毎日」する幼児
は、第 1 子が多く、20 時以降の外出を「毎日」/「ほぼ毎日」する幼児は、祖父母と同
居していない幼児が多かったが、その他の項目については、基本属性との関連性は認め
られなかった。 



























 平日の 22 時以降の就床（遅寝）では”20 時以降の外出”のオッズ比が 2.28（表 5-1）、
休日の 22 時以降の就床（遅寝）では“テレビ等を用いた寝かしつけ”のオッズ比が 4.55、



































そこで、本研究においても、22 時 00 分以降の就床を「遅寝」と定義し、21 時 59 分ま




























本研究で対象とした幼児は、平日起床時刻は 7 時、休日起床時刻は 8 時が最も多く、
平日、休日の就床時刻、就寝時刻は、全て 21 時が最も多かった。入眠潜時は、平日で
19 分±18 分、休日で 20 分±19 分であった。眠る 3 時間前までにカフェイン含有飲料を
「毎日・ほぼ毎日」摂取する幼児は 11.9％、絵本の読み聞かせを「毎日・ほぼ毎日」さ
れる幼児は 13.7％、テレビ等を用いた寝かせつけを「毎日・ほぼ毎日」されている幼児
は 7.2％、20 時以降に「毎日・ほぼ毎日」外へ連れ出される幼児は 35.0％であった。現
時点において、幼児における眠る前 3 時間のカフェイン飲料の摂取状況、絵本の読み聞
かせをした寝かしつけの状況、テレビ等を用いた寝かしつけの状況については明確にさ
れていないが、20 時以降に外出する幼児は 7.2％～9.1％と 1 割に満たないことが報告
されている 28)58)。一方、本研究の対象者は、35.0％と先行研究と比較して非常に多かっ
た。降園時刻が遅いことが 20 時以降の外出と関連する可能性を考え、20 時以降の外出
の有無における降園時刻の平均値を比較したところ、降園時刻（平均値±標準偏差）は、
20 時以降に外出する幼児では 16 時 59 分±61 分、外出しない幼児では 17 時 03 分±54
分であり、有意差は認められなかった。最も遅い降園時刻は、20 時以降に外出する幼




2013 年に発表されたものであり、現時点において 4、5 年経過しており、20 時以降の
外出が増加した可能性も否定できない。 
スマートフォンを使用していた幼児は 158 名（48.6％）であり、使用開始年齢は 4 歳
が最も多く、4.1％が 1 歳から使用していた。6 か月から 4 歳までの乳幼児を対象とし
た米国における調査では 55)、どの月齢においても、スマートフォンや携帯電話、タブレ
ット PC の使用開始年齢は、1 歳未満が最も多いことが報告されている。本研究で対象
とした幼児の使用開始年齢は米国と比較すると遅かった。国内における全国調査では、
0 歳から 9 歳までの子どもにおいては、39.9％がスマートフォンや携帯電話を利用して






























本研究により、保育所に就園している 5 歳児および 6 歳児において、テレビ等を用い
た寝かしつけ、20 時以降の外出をする幼児は就床時刻が遅く、平日と休日の就床時刻
が乖離している幼児が多いこと、スマートフォンの使用も同様の傾向が認められること
が明らかとなった。特に、20 時以降の外出は、平日における 22 時以降の就床（遅寝）













人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
0.053 0.338
男児 178 53.1 30 65.2 148 51.2 23 57.5 155 52.5
女児 157 46.9 16 34.8 141 48.8 17 42.5 140 47.5
0.283 0.399
5歳前半（5歳0か月～5か月） 88 26.3 15 32.6 73 25.3 14 35.0 74 25.1
5歳後半（5歳6か月～11か月） 94 28.1 16 34.8 78 27.0 8 20.0 86 29.2
6歳前半（6歳0か月～5か月） 94 28.1 10 21.7 84 29.1 13 32.5 81 27.5
6歳後半（6歳6か月～11か月） 59 17.6 5 10.9 54 18.7 5 12.5 54 18.3
0.011 0.234
第1子 51 15.2 13 28.3 38 13.1 4 10.0 47 15.9
第2子以降 284 84.8 33 71.7 251 86.9 36 90.0 248 84.1
0.170 0.396
あり 258 77.7 32 71.1 226 78.7 30 75.0 228 78.1
なし 74 22.3 13 28.9 61 21.3 10 25.0 64 21.9
0.402 0.133
同居あり 37 11.0 4 8.7 33 11.4 7 17.5 30 10.2
同居なし 298 89.0 42 91.3 256 88.6 33 82.5 265 89.8
眠る前3時間のカフェイン飲料の摂取













人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
0.23 0.077
男児 178 53.1 15 62.5 162 52.4 55 47.4 121 56.3
女児 157 46.9 9 37.5 147 47.6 61 52.6 94 43.7
0.089 0.708
5歳前半（5歳0か月～5か月） 88 26.3 6 25.0 82 26.5 32 27.6 55 25.6
5歳後半（5歳6か月～11か月） 94 28.1 10 41.7 83 26.9 36 31.0 57 26.5
6歳前半（6歳0か月～5か月） 94 28.1 8 33.3 86 27.8 30 25.9 63 29.3
6歳後半（6歳6か月～11か月） 59 17.6 0 0 58 18.8 18 15.5 40 18.6
0.483 0.166
第1子 51 15.2 3 12.5 48 15.5 14 12.1 36 16.7
第2子以降 284 84.8 21 87.5 261 84.5 102 87.9 179 83.3
0.453 0.245
あり 258 77.7 18 75.0 240 77.9 87 75.0 169 79.0
なし 74 22.3 6 25.0 68 22.1 29 25.0 45 21.0
0.112 0.020
同居あり 37 11.0 5 20.8 32 10.4 7 6.0 30 14.0





















(n=335) (n=158) (n=167) 
人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 
性別       0.463 
 男児 178 53.1 86 54.4 89 53.3  
 女児 157 46.9 72 45.6 78 46.7  
月齢区分       0.136 
 5 歳前半 
88 26.3 42 26.6 41 24.6  
 （5 歳 0 か月～5 か月） 
 5 歳後半 
94 28.1 47 29.7 46 27.5  
 （5 歳 6 か月～11 か月） 
 6 歳前半 
94 28.1 36 22.8 56 33.5  
 （6 歳 0 か月～5 か月） 
 6 歳後半 
59 17.6 33 20.9 24 14.4  
 （6 歳 6 か月～11 か月） 
出生順位       0.301 
 第 1 子 51 15.2 27 17.1 24 14.4  
 第 2 子以降 284 84.8 131 82.9 143 85.6  
きょうだいの有無       0.262 
 あり 258 77.7 125 79.6 127 76.0  
 なし 74 22.3 32 20.4 40 24.0  
祖父母との同居       0.567 
 同居あり 37 11.0 18 11.4 19 11.4  




表 3 睡眠と絵本を用いた寝かしつけ、眠る前 3 時間のカフェイン飲料の摂取、テレビ等を用いた寝かしつけ、20 時以降の外出との関係 
    絵本を用いた寝かしつけ 
p 値* 
眠る前 3 時間のカフェイン飲料の摂取 
p 値* 
    毎日・ほぼ毎日行う (n=46) 時々・全くない (n=289) 毎日・ほぼ毎日行う (n=40) ほとんど・全くない (n=295) 
起床時刻 
平日 6 : 40 ± 0 : 39 6 : 53 ± 0 : 39 0.039 6 : 46 ± 0 : 47 6 : 52 ± 0 : 38 0.429 
休日 7 : 44 ± 0 : 56 7 : 52 ± 0 : 49 0.290 7 : 52 ± 0 : 57 7 : 51 ± 0 : 49 0.909 
就床時刻 
平日 21 : 09 ± 0 : 42 21 : 12 ± 0 : 36 0.571 21 : 20 ± 0 : 42 21 : 10 ± 0 : 36 0.117 
休日 21 : 12 ± 0 : 36 21 : 19 ± 0 : 38 0.310 21 : 27 ± 0 : 45 21 : 16 ± 0 : 39 0.109 
就寝時刻 
平日 21 : 26 ± 0 : 42 21 : 32 ± 0 : 37 0.350 21 : 43 ± 0 : 43 21 : 30 ± 0 : 37 0.041 
休日 21 : 29 ± 0 : 48 21 : 39 ± 0 : 41 0.130 21 : 50 ± 0 : 44 21 : 36 ± 0 : 42 0.054 
入眠潜時 
平日 0 : 17 ± 0 : 11 0 : 20 ± 0 : 18 0.209 0 : 22 ± 0 : 21 0 : 19 ± 0 : 17 0.323 
休日 0 : 17 ± 0 : 14 0 : 21 ± 0 : 19 0.182 0 : 23 ± 0 : 20 0 : 20 ± 0 : 18 0.381 
総睡眠時間 
平日 9 : 31 ± 0 : 45 9 : 40 ± 0 : 45 0.187 9 : 26 ± 0 : 48 9 : 41 ± 0 : 44 0.046 
休日 10 : 29 ± 0 : 51 10 : 24 ± 0 : 48 0.546 10 : 07 ± 0 : 59 10 : 27 ± 0 : 46 0.043 
実質睡眠時間 
平日 9 : 13 ± 0 : 47 9 : 20 ± 0 : 43 0.298 9 : 03 ± 0 : 42 9 : 21 ± 0 : 43 0.011 
休日 10 : 14 ± 0 : 49 10 : 12 ± 0 : 47 0.816 10 : 01 ± 0 : 56 10 : 14 ± 0 : 46 0.110 
起床差 1 : 04 ± 0 : 36 1 : 01 ± 0 : 39 0.730 1 : 5 ± 0 : 45 1 : 01 ± 0 : 39 0.601 
就床差 0 : 14 ± 0 : 21 0 : 10 ± 0 : 16 0.712 0 : 15 ± 0 : 21 0 : 12 ± 0 : 21 0.444 








    毎日・ほぼ毎日行う (n=24) 時々・全くない (n=309) 時々 (n=116) 全くない (n=215) 
起床時刻 
平日 7 : 12 ± 0 : 55 6 : 49 ± 0 : 37 0.058 6 : 57 ± 0 : 39 6 : 48 ± 0 : 39 0.040 
休日 8 : 20 ± 1 : 11 7 : 49 ± 0 : 47 0.046 7 : 59 ± 0 : 48 7 : 47 ± 0 : 50 0.039 
就床時刻 
平日 21 : 26 ± 0 : 36 21 : 10 ± 0 : 37 0.055 21 : 20 ± 0 : 40 21 : 7 ± 0 : 35 0.003 
休日 21 : 47 ± 0 : 30 21 : 16 ± 0 : 39 <0.001 21 : 27 ± 0 : 42 21 : 13 ± 0 : 37 0.005 
就寝時刻 
平日 21 : 53 ± 0 : 35 21 : 29 ± 0 : 38 0.004 21 : 41 ± 0 : 39 21 : 26 ± 0 : 36 0.001 
休日 22 : 08 ± 0 : 32 21 : 36 ± 0 : 42 <0.001 21 : 48 ± 0 : 46 21 : 32 ± 0 : 39 0.002 
入眠潜時 
平日 0 : 27 ± 0 : 31 0 : 19 ± 0 : 16 0.229 0 : 20 ± 0 : 21 0 : 19 ± 0 : 15 0.697 
休日 0 : 21 ± 0 : 19 0 : 20 ± 0 : 18 0.805 0 : 21 ± 0 : 22 0 : 19 ± 0 : 16 0.368 
総睡眠時間 
平日 9 : 46 ± 0 : 54 9 : 38 ± 0 : 44 0.440 9 : 36 ± 0 : 48 9 : 40 ± 0 : 43 0.461 
休日 10 : 26 ± 1 : 00 10 : 25 ± 0 : 47 0.886 10 : 20 ± 0 : 46 10 : 28 ± 0 : 49 0.193 
実質睡眠時間 
平日 9 : 18 ± 1 : 01 9 : 19 ± 0 : 42 0.934 9 : 16 ± 0 : 45 9 : 21 ± 0 : 42 0.295 
休日 10 : 11 ± 1 : 13 10 : 13 ± 0 : 45 0.917 10 : 10 ± 0 : 47 10 : 14 ± 0 : 47 0.460 
起床差 1 : 07 ± 0 : 34 1 : 01 ± 0 : 40 0.471 1 : 03 ± 0 : 40 1 : 01 ± 0 : 39 0.742 
就床差 0 : 26 ± 0 : 29 0 : 11 ± 0 : 20 0.030 0 : 18 ± 0 : 25 0 : 10 ± 0 : 18 0.002 




表 4 睡眠とスマートフォン使用との関係 
    スマートフォン使用の有無 
p 値 
    使用している (n=158) 使用していない (n=167) 
起床時刻 
平日 6 : 56 ± 0 : 40 6 : 47 ± 0 : 37 0.063 
休日 7 : 58 ± 0 : 51 7 : 45 ± 0 : 48 0.027 
就床時刻 
平日 21 : 16 ± 0 : 37 21 : 07 ± 0 : 38 0.051 
休日 21 : 23 ± 0 : 39 21 : 13 ± 0 : 39 0.026 
就寝時刻 
平日 21 : 36 ± 0 : 37 21 : 27 ± 0 : 39 0.023 
休日 21 : 44 ± 0 : 42 21 : 33 ± 0 : 42 0.029 
入眠潜時 
平日 0 : 20 ± 0 : 17 0 : 19 ± 0 : 18 0.480 
休日 0 : 20 ± 0 : 16 0 : 20 ± 0 : 20 0.996 
総睡眠時間 
平日 9 : 39 ± 0 : 48 9 : 39 ± 0 : 43 0.984 
休日 10 : 26 ± 0 : 49 10 : 24 ± 0 : 47 0.638 
実質睡眠時間 
平日 9 : 19 ± 0 : 47 9 : 20 ± 0 : 40 0.764 
休日 10 : 14 ± 0 : 50 10 : 12 ± 0 : 45 0.703 
起床差 1 : 05 ± 0 : 41 0 : 58 ± 0 : 38 0.115 
就床差 0 : 16 ± 0 : 24 0 : 10 ± 0 : 18 0.010 













OR (95％CI) p 値 
人数 ％  人数 ％ 人数 ％ 
絵本の読み聞かせ        0.251       0.800 
 毎日/ほぼ毎日 46 13.7  38 14.6 8 10.7         
 時々/全くない 289 86.3  222 85.4 67 89.3         
眠る前 3時間のカフェイン飲料の摂取        0.078       0.117 
 毎日/ほぼ毎日 40 11.9  27 10.4 13 17.3         
 ほとんど/全くない 295 88.1  233 89.6 62 82.7         
テレビ等を用いた寝かせつけ        0.024       0.097 
 毎日/ほぼ毎日 24 7.2  14 5.4 10 13.3         
 時々/全くない 309 92.8  244 94.6 65 86.7         
20時以降の外出        0.001       0.003 
 時々 116 35.0  78 30.4 38 51.4  2.28 ( 1.33 - 3.92 )  
 全くない 215 65.0  179 69.6 36 48.6  1       
スマートフォン使用の有無        0.066       0.138 
 使用している 158 48.6  115 45.8 43 58.1         
  使用していない 167 51.4  136 54.2 31 41.9         
21：59までに就床する幼児を早寝群、22：00以降に就床する幼児を遅寝群とした。 
オッズ比が 1より大きい場合は 22：00以降の就床（遅寝）であることを示し、1より小さい場合は 21：59までの就床（早寝）であることを示す。OR（95％CI）＝オッ















表 5-2 休日における 22 時以降の就床（遅寝）と絵本を用いた寝かしつけ、眠る前 3 時間のカフェイン飲料の摂取、テレビ等を用いた寝かしつけ、20 時以降の外出、
スマートフォン使用との関係 
項目 
    休日遅寝の有無 
p 値* 
多変量解析** 
全体(n=335) 早寝群(n=234) 遅寝群(n=101) 
OR (95％CI) p 値 
人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 
絵本の読み聞かせ       0.208       0.773 
 毎日/ほぼ毎日 46 13.7  35 15.0  11 10.9          
 時々/全くない 289 86.3  199 85.0  90 89.1          
眠る前 3時間のカフェイン飲料の摂取       0.105       0.189 
 毎日/ほぼ毎日 40 11.9  24 10.3  16 15.8          
 ほとんど/全くない 295 88.1  210 89.7  85 84.2          
テレビ等を用いた寝かせつけ       <0.001       0.001 
 毎日/ほぼ毎日 24 7.2  8 3.4  16 16.0   4.55 ( 1.83 - 11.3 )  
 時々/全くない 309 92.2  225 96.6  84 84.0   1       
20時以降の外出       0.001       0.001 
 時々 116 35.0 68 29.3  48 48.5   2.12 ( 1.28 - 3.51 )  
 全くない 215 65.0 164 70.7  51 51.5   1       
スマートフォン使用の有無       0.070       0.207 
 使用している 158 48.6 102 45.1 56 56.6         
  使用していない 167 51.4 124 54.9 43 43.4                 
21：59までに就床する幼児を早寝群、22：00以降に就床する幼児を遅寝群とした。 
オッズ比が 1より大きい場合は 22：00以降の就床（遅寝）であることを示し、1より小さい場合は 21：59までの就床（早寝）であることを示す。OR（95％CI）＝オッ














































































































































本研究は、中核市である A 市に所在地を有する A 市立保育所（10 園）に就園してい



























時刻の差は 15 分程度であったが、起床時刻の差は 1 時間程度であったことから、就床
時刻、就寝時刻と比較すると、平日と休日の起床時刻を一定にする習慣は定着していな
いことが明らかとなった。 
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保健福祉学部栄養学科 教授 鈴木志保子先生に、心より御礼申し上げます。 


































本研究では、中核市である A 市に所在地を有する A 市立保育所（10 園）に就園して









 第 2 章では、A 市立保育所（10 園）に就園している 5 歳児および 6 歳児 335 名（男



















ズ比が平日で 2.28、休日で 2.12 であることが明らかとなった。 
















Title: Sleep habits and eating habits and behaviors among five- and six-year-olds enrolled in 
nursery schools 
 
Early childhood is an important period for shaping basic lifestyle habits. Sleep habits in early 
childhood are associated with academic performance, physical fitness, degree of obesity, and 
increased levels of fatigue. It is important for young children to adopt an orderly sleep habits 
because sleep habits developed during early childhood tend to persist into later childhood. 
However, researches concerning difference in wakeup times, bedtimes, and sleep onset times 
between weekdays and holidays among young children enrolled in nursery school are scarce. The 
relationship between the sleep habits of young children and their guardians has also not been fully 
investigated. Furthermore, how childhood sleep habits are connected to behavior and eating habits 
is not known. 
From young children enrolled in ten municipal nursery schools in City A, the present study 
examined 335 five- and six-year-olds using a questionnaire delivered to their guardians. The 
purpose of the present study is to determine wakeup times, bedtimes, and sleep onset times on 
weekdays and holidays, and identify the relationship between sleep habits on weekdays and 
holidays and between sleep habits and eating habits in early childhood. 
In Chapter 1, to provide a bibliographic survey of the studies on early childhood sleep 
habits, the relationship between sleep habits and skipping breakfast, eating breakfast with others, 
meal times and lifestyles of guardians; on facilities where young children are enrolled, routines 
before sleeping, and on the effects of information and communication devices.  
In Chapter 2, presents a survey of weekday and holiday sleep habits among 335 five- and six-
year-olds (178 boys and 157 girls) enrolled in ten nursery schools in City A. The relationship 
between sleep habits and eating habits among the subjects were analyzed. No differences among 
age groups were found in weekday and holiday sleep habits regardless of gender. Wakeup time 
  
 
and bedtime of young children and their guardians were positively correlated. Wakeup times, 
bedtimes, and sleep onset times tended to be later on holidays compared to weekdays. Wakeup 
times and sleep onset times were later on both weekdays and holidays for young children who 
skipped breakfast. Breakfast times were positively correlated with wakeup times, bedtimes and 
sleep onset times. Dinner times were positively correlated with bedtimes and sleep onset times. 
In Chapter 3, with the same 335 young children in Chapter 2, how wakeup times, bedtimes, 
and sleep onset times are associated with behaviors including listening to readings of picture 
books to encourage sleep, consuming caffeinated beverages three hours before sleep, watching 
television to encourage sleep, being away from home after 8:00 p.m., and using smartphones. 
Thirty five percent of the subjects were away from home after 8:00 p.m. and 49.8% used 
smartphones. Wakeup times, bedtimes, and sleep onset time were later for young children who 
watched television to encourage sleep, were away from home after 8:00 p.m., and used 
smartphones. Among those who were away from home after 8:00 p.m., the odds ratios for a 
bedtime after 10:00 p.m. were 2.28 and 2.12 for weekdays and holidays, respectively. 
In Chapter 4, a summary of the findings was described, and implications of the investigation 
was provided. In order to develop lifestyle regularity in early childhood, it will be necessary to 
reassess the lifestyle habits of young children, and understand the importance of encouraging 
guardians to adopt healthy sleep habits and create family rules to prevent young children from 

































問 1 お子様（対象児）の生育状況や生活状況について伺います。 
（1） お子様の出生時の体重を教えてください。1つ選んで○をつけてください。 
身長              ㎝ 体重               g 
 
（2） お子様を妊娠した時の妊娠期間を教えてください。 
1 37週未満（早産） 2 37週以降（早産ではなかった） 
 
（3） お子様が「はいはい」をするようになったのはいつ頃ですか。 
1 8か月未満 2 8～10か月 3 11～12か月 4 しなかった 
 
（4） お子様が「つたい歩き」をするようになったのはいつ頃ですか。 
1 8か月未満 2 8～10か月 3 11～12か月 4 しなかった 
 
（5） お子様が一人で歩けるようになったのはいつ頃ですか。 







1 歳 か月 2 まだできない 
（9） お子様が一人で大便ができるようになったのはいつ頃ですか。 
1 歳 か月 2 まだできない 
 
（10） お子様の健康の状態を教えてください。1つ選んで○をつけてください。 
1 良好である 2 やや良好である 3 あまり良好ではない 4 良好ではない 
 
（11） お子様の排便の状況を教えてください。1つ選んで○をつけてください。 
1 毎日ある 2 2日に一度ある 3 3日に一度ある 4 4日に一度ある 




1 はい 2 いいえ 








内容 週           回  時間 分 





内容 週           回  時間 分 
内容 週           回  時間 分 
 
（15） お子様は土曜日に保育園へ行きますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 毎週行く 2 月に 3回行く 3 月に 2回行く 4 月に 1回行く 5 行かない 
 





1 栄養バランス 2 食事のマナー 3 食品に対する安全・安心 4 食事時刻 
5 味付け 6 適切な食事量 7 手作りの食事 8 その他（         ） 
 
（4） お子様の食事で一番心配なことはどれですか。1つ選んで○をつけてください。 
1 食欲がない 2 食べ過ぎ 3 むら食い 4 好き嫌いが多い（偏食） 
5 落ち着いて食べない 6 よく噛まない 7 特にない 8 その他（                ） 
 
（5-1） お子様は、食物アレルギーはありますか。 
    (5-2)上の問い(5-1)で「はい」と答えた方に伺います。具体的にどのような食物アレルギーをお持ちですか。 
あてはまるもの全てに○をつけてください。 
1 卵 2 乳 3 小麦 4 えび・かに ５ 落花生 
6 果物類 7 そば 8 その他（                     ） 
 
（6） 外食の利用頻度について伺います。1つ選んで○をつけてください。 
1 月に 1～3回 2 週に 1～2回 3週に 3～4回 4 週に 5～6回 5 1日に 1回以上 6 ほとんど行かない 
（7） レトルト食品・インスタント食品・市販のお惣菜の利用頻度について伺います。1つ選んで○をつけてください。 
1 月に 1～3回 2 週に 1～2回 3週に 3～4回 4 週に 5～6回 5 1日に 1回以上 6 ほとんど使用しない 
 
（8） お子様は、朝食を毎日食べますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 毎日食べる 2 1週間に 2～3日食べないことがある 3 1週間に 4～5日食べないことがある 
4 ほとんど食べない  
 
1 はい 2 いいえ 
1 はい 2 いいえ 
1 はい 2 いいえ 




1 毎日食べる 2 食べる日の方が多い 3 食べない日の方が多い 4 ほとんど食べない 
 
（10） お子様が、家で食べるおやつのタイミングについて伺います。1つ選んで○をつけてください。 
1 特に決めていない 2 時刻を決めてあげている 3 欲しがるときにあげている 
 
（11） お子様が、家で食べるおやつの内容について伺います。一番よく食べるものを 1つ選んで○をつけてください。 
1 おにぎり・パン 2 チョコレートなど甘いもの 3 スナック菓子 4 乳製品（ヨーグルト、チーズなど） 










1 朝食を食べる時間がない 2 朝食を用意する時間がない 3 朝食を食べたがらない 
4 家族全員が朝食を食べる習慣がない 5 その他（                          ） 
 
（12-3）上の問い（12-1）で「1」～「5」と答えた方に伺います。お子様は、保育園に行く平日に、次の食品を食べま 
すか。1）から 5）の項目ごとに、それぞれ 1つ選んで○をつけてください。 
 毎日食べる 時々食べる 食べない 
1)主食（ご飯、パン、麺）    
2)主菜（肉、魚、卵、大豆製品）    
3)副菜（野菜、キノコ類、海藻類）    
4)乳製品（牛乳、ヨーグルトなど）    
5)果物    
 
（13） お子様は保育園に行く平日に誰と朝食を食べますか。一番頻度が高いものを 1つ選んで○をつけてください。 
1 家族そろって食べる 2 大人の家族の誰かと食べる 3 きょうだいなど子どもだけで食べる 
4 一人で食べる 5 その他（            ）  
 
（14） お子様は保育園に行く平日に誰と夕食を食べますか。一番頻度が高いものを 1つ選んで○をつけてください。 
1 家族そろって食べる 2 大人の家族の誰かと食べる 3 きょうだいなど子どもだけで食べる 










1 毎回食べる 2 月に 3回食べる 3 月に 2回食べる 4 月に 1回食べる 5 食べない 
（15-2）上の問い（15-1）で「2」～「5」と答えた方に伺います。日曜日の朝にお子様が朝食を食べない理由は何です
か。一番頻度が高いものを 1つ選んで○をつけてください。 
1 朝食を食べる時間がない 2 朝食を用意する時間がない 3 食べたがらない 
4 家族全員が朝食を食べる習慣がない 5 その他（                          ） 
 
（15-3）上の問い（15-1）で「1」～「4」と答えた方に伺います。お子様は日曜日の朝食に次の食品を食べますか。 
1）から 5）の項目ごとに、それぞれ 1つ選んで○をつけてください。 







1)主食（ご飯、パン、麺）      
2)主菜（肉、魚、卵、大豆製品）      
3)副菜（野菜、キノコ類、海藻類）      
4)乳製品（牛乳、ヨーグルトなど）      
5)果物      
 
（16） 日曜日に、お子様が何時までに食べる食事が朝食だと思いますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 7時 2 8時 3 9時 4 10時 5 11時以降 6 その他（            ） 
 








問 3 お子様の遊びや運動について伺います。最近 1か月くらいの状況についてお答えください。 
（1） お子様は体を活発に動かす遊びをどのくらいしますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 全くしない 2 少ししかしない 3 よくする 4 非常によくする 
（2） お子様が体を動かす遊びをするとき園でやっている遊びをどのくらいしますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 全くしない 2 少ししかしない 3 よくする 4 非常によくする 5 わからない 
 
（3）お子様の遊びは室内と戸外、どちらが多いですか。1つ選んで○をつけてください。 
1 室内での遊びが非常に多い 2 室内での遊びの方が少し多い 3 どちらも同じくらい 
4 戸外での遊びの方が少し多い 5 戸外での遊びの方が非常に多い  
 
（4） お子様が戸外で主に遊ぶ場所はどこですか。一番頻度が高いものを 1つ選んで○をつけてください。 
1 公園 2 家の近くの路地や空き地 3 家の庭 
4 近くの野原 5 園庭や校庭 6 その他（                ） 
1 家族そろって食べる 2 大人の家族の誰かと食べる 3 きょうだいなど子どもだけで食べる 
4 一人で食べる 5 その他（            ）  
1 家族そろって食べる 2 大人の家族の誰かと食べる 3 きょうだいなど子どもだけで食べる 




1 全くしない 2 30分未満 3 30分～1時間未満 
4 1時間～2時間未満 5 2時間～3時間未満 6 3時間以上 
 
（6） お子様は、何人くらいの友達とよく遊びますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 一人で遊ぶことが多い 2 2～3人 3 4～5人 4 6人以上 
 
（7） お子様と家族の方が一緒に体を動かす遊びをしていますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 全くしない 2 月に 1～2回くらい 3 週に 1回くらい 
4 週に 2～3回くらい 5 週に 4～5回くらい 6 ほとんど毎日 
 
 








1）食事を意欲的に食べる     
2）遊んだ後の片づけをする     
3）テレビを見る時間はきちんと守る     
4）食事の後片付けをする     
5）衣服の着脱を自分でする     
6）手や顔を自分で洗う     
7）朝、楽しそうに園に出かけていく     
8）今日１日にあったことを家族によく話す     
9）我慢強い     
10）やる気(何でもやってやろうという気持ち)がある     
11）一つのことに集中できる       
12）ちょっとしたことでイライラする      
13）気分が落ち込むことがある     
14）急に怒ったり、泣いたり、喜んだりする     
15）ちょっとしたことでかっとなる     
16）腹痛を訴える     
17）頭痛を訴える     
 
 
問 5 お子様の睡眠の状況ついて伺います。最近１か月の状況についてお答えください。 
（1） お子様を起こす時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 





保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
1 はい     2 いいえ 1 はい     2 いいえ 1 はい     2 いいえ 
 
（3） お子様が朝食を食べる時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
時      分 頃 時      分 頃 時      分 頃 
 
（4） お子様が朝食を食べ終わる時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
時      分 頃 時      分 頃 時      分 頃 
 
（5） お子様が夕食を食べる時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
時      分 頃 時      分 頃 時      分 頃 
 
（6） お子様が夕食を食べ終わる時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
時      分 頃 時      分 頃 時      分 頃 
 
（7） お子様を寝かしつける時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
1 はい     2 いいえ 1 はい     2 いいえ 1 はい     2 いいえ 
 
（8） お子様が眠りにつく時刻は何時ごろですか。 
保育園に行く平日 土曜日 日曜日 
1 はい     2 いいえ 1 はい     2 いいえ 1 はい     2 いいえ 
 
（9） お子様は、誰と同室で寝ていますか。一番頻度が高いものを 1つ選んで○をつけてください。 
1 ひとりで 2 きょうだいと 3 両親と 4 家族全員と 5 祖父母と 6 その他（             ） 
 
（10） お子様は眠る前 3 時間までにカフェインが入った飲み物（コーラ、コーヒー、紅茶、緑茶、エネルギードリンクなど）
を飲みますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 毎日飲む 2 ほぼ毎日飲む 3 ほとんど飲まない 4 全く飲まない 
 
（11） お子様は、朝はどのように目覚めますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 一人で起きる 2 家の人に起こされて起きる 3 一人で起きることも起こされることもある 
 
（12） お子様は、おねしょをしますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 必ず毎日する 2 ほぼ毎日する 3 時々する 4 全くしない 
 
（13） 絵本やお話の読み聞かせをして寝かしつけることがありますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 必ず毎日する 2 ほぼ毎日する 3 時々する 4 全くしない 
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（14） テレビや DVDなどを見せながら寝かしつけることがありますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 必ず毎日する 2 ほぼ毎日する 3 時々する 4 全くしない 
 
（15） 夜 8時以降、コンビニやスーパーなどへお子様を連れて行くことがありますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 必ず毎日する 2 ほぼ毎日する 3 時々する 4 全くしない 
 
お子様のテレビや DVDの使用状況について伺います。 
(16-1) お子様がテレビや DVDを見る時間を制限していますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 制限していない 2 時間で制限している（１日     時間     分） 
3 時刻で制限している 
（午前   時    分）～（午前    時    分）まで、（午後    時    分）～（午後    時    分）まで 
4 みせていない 5 その他（                     ）  




(17-1) お子様がパソコンやテレビゲーム、携帯型ゲーム機、タブレット PC をして遊ぶ時間を制限していますか。1 つ選
んで○をつけてください。 
1 制限していない 2 時間で制限している（１日     時間     分） 
3 時刻で制限している 
（午前   時    分）～（午前    時    分）まで、（午後    時    分）～（午後    時    分）まで 
4 遊ばせていない 5 その他（                     ）  
(17-2) お子様が 1日にパソコンやテレビゲーム、携帯型ゲーム機をして遊ぶ時間は平均でどれくらいですか。 
1     時間     分くらい 2 遊ばせていない 
(17-3) お子様はパソコンやテレビゲーム、携帯型ゲーム機を何歳ごろから使い始めましたか。 




1 制限していない 2 時間で制限している（１日     時間     分） 
3 時刻で制限している 
（午前   時    分）～（午前    時    分）まで、（午後    時    分）～（午後    時    分）まで 
4 触らせていない 5 その他（                     ） 
(18-2) お子様が１日にスマートフォンや携帯電話を触る時間は平均でどのくらいですか。 
1     時間     分くらい 2 触らせていない 
(18-3) お子様はスマートフォンや携帯電話を、何歳ごろから使い始めましたか。 




1     時間     分くらい 2 みせていない 
1 10分以内 2 11～20分以内 3 21～30分以内 4 31分～1時間以内 






1 とても良いと思う 2 だいたい良いと思う 3 あまり良くないと思う 4 良くないと思う 
 











  に行ったり勉強したりする方が良い。 
    
2）現代社会において、子どもは体を動かす遊びや運動・スポ 
  ーツをする時間が特に重要である。 
    
3）たくましい体や体力は人生の幸せに役立つ。 
    
4）子どもの頃、体を動かす遊びや運動・スポーツに熱中するこ 
  とは、将来のことを考えても不可欠である。 
    
5）仲間と体を動かす遊びや運動・スポーツをすることで、協調 
  性が養われる。 
    
6）子どもがもっと体を動かす遊びや運動をするように、園はもう 
  少し取り組んだ方が良い。 
    
7）子どもが体を動かす遊びや運動・スポーツをしやすい環境 
  を作るよう、大人はもう少し努力すべきだ。 












  あなたが見た時には、ほめてあげる。 
    
2）お子様が自分の体を動かす遊びや運動・スポーツの様子 
  について話しかけてきたときには一生懸命聞く。 
    
3）機会があれば体を動かす遊びや運動・スポーツをするよう 
  にお子様に勧めている。 
    
4）家族で一緒に体を動かす遊びや運動・スポーツをする機 
  会をなるべく作る。 
    
5）スポーツクラブ、スポーツスクールなど、仲間と継続的にス 
  ポーツをする場をお子様に勧めている。 
    
 
（3） あなたは現在、運動習慣（1回 30分以上、週に 2回以上、1年以上運動を継続している）がありますか。 
1 ある 2 ない 




１ 体力に自信がある ２ 体力は普通である ３ 体力に不安がある 
 
（5） あなたの朝食の摂取状況について伺います。1つ選んで○をつけてください。 
1 毎日食べる 2 週に 6日食べる 3 週に 5日食べる 4 週に 4日食べる 




（平日）    時    分 頃 （休日）    時    分 頃 （平日）    時    分 頃 （休日）    時    分 頃 
 
（7） 全体として、あなた自身の睡眠は良いと思いますか。1つ選んで○をつけてください。 
1 とても良いと思う 2 だいたい良いと思う 3 あまり良くないと思う 4 良くないと思う 
 
問 7 ご家庭に関することについて伺います。差支えのない範囲でお答えください。 
（1） お子様と一緒に生活をしているご家族についてお子様を中心に考えてお答えください。一緒に生活をしている方に
○をつけ、その方の年齢を記入してください。 










(         ) 
一緒に住んでいる人        





兄(        )人 姉(         )人 弟(         )人 妹(         )人 
 
（3） 現在のお住まいについて教えてください。 
1 一戸建て 2 アパート・集合住宅 （         階に居住） 
 
（4） 地域環境について伺います。一番近いもの 1つ選んで○をつけてください。 
1 住宅が多い地域 2 商店が多い地域 3 工場が多い地域 4 自然が多い地域 
5 その他（                                                   ） 
 
（5） この調査票への記入は、どなたがされましたか。お子様を中心に考えて 1つ選んで○をつけてください。 
1 父親 2 母親  




きょうだい 1  いる 2  いない 
